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10月20日、21日の2日間、「佐渡トキツーデーウオーク」が開

催されました。秋のすがすがしい空気の中、参加者は佐渡の豊か

な自然や歴史・文化が薫る「佐渡相川・尖閣湾の昔みち」「佐渡

小木・千石船の里みち」のコースを歩き、佐渡の魅力を満喫して

いました。ご協力いただきました地域の皆さま、ありがとうござ

いました。

主な内容

上半期の財政執行状況をお知らせします………………………2～3
世界遺産暫定一覧表に追加記載／ノーマイカーデーにご参加ください！…4
やさしく見守ってね　11月１日 トキ3次放鳥開始…………………9
総勢20名に当たる！「ブリカツ丼１万食達成！ありがとうキャンペーン」…20

トキの島佐渡を歩く

佐渡トキツーデーウォーク佐渡トキツーデーウォーク佐渡トキツーデーウォーク佐渡トキツーデーウォーク佐渡トキツーデーウォーク佐渡トキツーデーウォーク佐渡トキツーデーウォーク



　市では毎年2回、財政事情を公表しています。これは、地方自治法および市条例に基づき、市の収支状況など

を皆さんに知っていただくためのもので、今回は平成22年4月1日から9月30日までの予算執行状況をお知らせ

します。

◆一般会計
　平成22年度の一般会計予算は、420億3千万円でスタートしましたが、9月補正を含む4回の補正などにより9

月末の予算現額 は、515億2,821万円（前年度同期比：2.6%減）となっています。    

　歳入の収入済額は248億2,953万円（前年度同期比：1.5%増）で、収入率は48.2%（前年度同期：46.3%）と

なっています。           

　このうち市の主要な財源である市税収入済額は29億3,711万円（前年度同期比：2.4％減）で収入率は54.0%

（前年度同期：54.7%）となっています。歳出の支出済額は178億5,651万円（前年度同期比：0.3%増）で執行

率は34.7%（前年度同期：33.7%）となっています。歳入、歳出（目的別）の執行状況内訳は表のとおりです。 

          

平成22年度 上半期の財政執行状況上半期の財政執行状況上半期の財政執行状況上半期の財政執行状況上半期の財政執行状況

一般会計　歳入の状況 予算現額 ・・・ 515億2,821万円
収入済額 ・・・ 248億2,953万円

市税

地方譲与税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰越金

市債

その他の歳入（※1）

54億3,606万円54億3,606万円54億3,606万円
29億3,711万円

6億円
1億7,171万円
6億円
3億5,963万円
2億円
4,029万円
5,300万円
1億3,903万円 209億2,010万円

161億7,685万円
4億90万円
1億4,599万円

7億8,452万円
3億5,681万円 67億8,256万円67億8,256万円67億8,256万円

9億2,956万円
36億5,731万円

5億5,419万円
15億6,963万円
15億6,963万円 75億6,474万円75億6,474万円75億6,474万円

2,280万円
29億5,939万円

14億2,593万円

■予算現額
■収入済額

70億円 140億円 210億円

◆市税の内訳

※1 その他の歳入
　利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、ゴル
フ場利用税交付金、国有提供施
設等所在市町村助成交付金、交
通安全対策特別交付金、財産収
入、寄附金、繰入金、諸収入

※2 その他の歳出
　労働費、諸支出金、予備費

市たばこ税
1億6,972万円
5.8%

入湯税
3,822万円
1.3%

市民税
8億6,018万円
29.3%

固定資産税
16億6,908万円
56.8%

軽自動車税
1億9,991万円
6.8%

収入済額
29億3,711万円

一般会計　歳出の状況 予算現額 ・・・ 515億2,821万円　
支出済額 ・・・ 178億5,651万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

その他の歳出（※2）

2億1,298万円
1億388万円

78億3,489万円
31億4,198万円

91億2,377万円
37億4,751万円

60億7,640万円60億7,640万円60億7,640万円
13億4,327万円

45億8,870万円45億8,870万円45億8,870万円

21億4,802万円
10億2,618万円

13億3,145万円
48億3,014万円48億3,014万円48億3,014万円

7億4,290万円
18億5,251万円

8億5,318万円
54億9,317万円54億9,317万円54億9,317万円

16億9,881万円
17億761万円

1億2,677万円
75億6,084万円

37億3,102万円37億3,102万円37億3,102万円
9,918万円
956万円

■予算現額
■支出済額

70億円 140億円 210億円
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特　別　会　計 特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理
する会計で、国民健康保険特別会計など15会計があります。

公営企業会計 公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、
病院事業会計、水道事業会計があります。

国民健康保険

老人保健

後期高齢者医療

介護保険

簡易水道

下水道

土地取得

ケーブルテレビ

歌代の里

すこやか両津

空港用地取得補償

その他（財産区）

■予算現額
■収入済額
■支出済額

25億円 50億円 75億円

市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税 基金（市の貯金） 市債（市の借金）

（単位：万円）

◆市民一人あたりの負担状況（上段：予算現額 下段：収入済額） ◆基金・市債の状況
（平成22年9月30日現在の人口64,044人で計算しています。） （上段：総額　下段：市民一人あたり）

7億3,090万円

21億5,071万円21億5,071万円21億5,071万円

42億1,376万円

4億7,817万円

28億9,103万円

3億4,063万円

34億1,415万円

3億1,717万円

4億5,346万円

1億9,745万円

30億4,336万円

2億3,966万円

29億6,211万円

5億7,230万円

2億1,356万円

1,601万円

68億8,518万円

 15億9,204万円

942万円

195万円

3億1,308万円

6億522万円

70億2,625万円

413万円

 15億9,204万円

1,150万円

 68万円

1億3,477万円

2億4,323万円

102万円

13億6,616万円

 10億9,204万円

42万円

 68万円

1億1,595万円

2億8,858万円

33,479円

13,431円

42,180円

26,061円

3,120円

3,121円

4,857円

2,650円

1,245円

597円

12,683,748,095円

198,047円

50,392,982,679円

786,849円

こんな事業を
行っています ●子ども手当支給事業

　次世代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援することを目的として、中学校
終了前までの子どもを養育されている方に支給しています。
●リサイクル推進事業
　生ごみの減量化と堆肥化を進めるため、生ごみ処理機器購入の補助を行っていま
す。また、新穂地区においてコンポストモニターモデル事業を実施しています。
●佐渡観光誘客支援事業
　環境に優しい島づくりの一環および観光客の利便性の向上のため、電動自転車等
の導入や貸出場所などの整備を行いました。
●着地型ツーリズム整備事業
　大学生の視点から佐渡の魅力や受入れの改善点などを集約し、観光プランなどに
反映させるため、提携大学の学生による佐渡周遊などの事業を行っています。 
      

支　　　出収　　　入

予算現額

240,697

29,394

109,508

132,873

119,773

9,729

56,680

154

49.8%

33.1%

51.8%

0.1%

249,917

35,173

109,358

180,881

113,465

17,150

30,379

33,006

45.4%

48.8%

27.8%

18.2%

収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率
会　計　名

病 院 事 業

 

水 道 事 業

 

収 益 的

資 本 的

収 益 的

資 本 的
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国
の
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議

が
10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、「
金
を
中
心
と

す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」（
新
潟
県
）
と

「
百
舌
鳥
（
も
ず
）・
古
市
古
墳
群
」（
大
阪

府
）
を
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
追
加
記

載
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
国

は
、
近
く
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
、
こ
の
２
件

を
追
加
し
た
暫
定
一
覧
表
を
提
出
し
ま
す

が
、
こ
れ
で
佐
渡
金
銀
山
は
、
正
式
に
我
が

国
の
世
界
遺
産
候
補
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
や
県
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
、
一
日
も
早
い
登
録
実
現
に
向
け
て
、
各

種
事
業
の
推
進
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
　

　
☎
63
―
５
１
３
６

　
佐
渡
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
ト
キ
３
次
放
鳥
後
の
地
球
環
境
へ

の
負
荷
軽
減
と
自
動
車
か
ら
公
共
交
通
機

関
へ
の
転
換
を
目
的
と
す
る
社
会
実
験
と

し
て
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
ま

す
。

実
施
期
間
　
11
月
24
日
（
水
）
〜
30
日
（
火
）

　
（
ご
都
合
の
よ
い
日
に
１
日
以
上
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
）

対
象
者
　
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
し
て
い
る
行

政
職
員
お
よ
び
企
業
関
係
者
（
島
内
事

業
所
等
に
通
勤
す
る
従
業
員
）
※
参
加

は
、
任
意
で
す
。

実
施
方
法
　
通
勤
に
自
動
車
や
バ
イ
ク
を

使
用
せ
ず
、
路
線
バ
ス
・
他
車
へ
の
相

乗
り
・
自
転
車
・
徒
歩
に
よ
る
通
勤
を

お
願
い
し
ま
す
。

参
加
方
法

①
参
加
い
た
だ
け
る
事
業
所
は
、
業
務
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
従
業
員
の
中
か
ら

自
主
的
な
参
加
者
を
募
っ
て
い
た
だ

き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
佐
渡
市

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
参
加
登
録
票
」
様

式
を
入
手
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
（
☎

63
―
３
１
８
４
）
へ
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
様
式
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵

送
し
ま
す
。

②
事
業
者
は
、「
佐
渡
市
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ

ー
参
加
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
11
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
63
―
３
３
０
０
）
へ
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス

送
信
で
き
な
い
場
合
、
電
話
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

③
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
参
加
者
が
い
る
場

合
は
、「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
参
加
証
」

を
ア
ン
ケ
ー
ト
票
と
一
緒
に
郵
送
し
ま

す
。

※
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
参
加
証
は
、
必
ず
バ
ス
降

車
時
に
運
転
手
に
掲
示
し
、
運
賃
２
０
０
円

﹇
１
乗
車
﹈
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④
参
加
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た

だ
き
、
事
務
局
ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
報

告
く
だ
さ
い
。
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
で
き

な
い
場
合
、
電
話
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

お
問
い
合
わ
せ

　
佐
渡
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事
務
局

　
市
役
所
交
通
政
策
課
　
生
活
交
通
係

　
☎
63
―
３
１
８
４

世界遺産条約関係省庁連絡会議
で、暫定一覧表に記載決定

大立竪坑櫓

道遊の割戸 

▲

世界文化遺産登録
までの主な手続き

世界遺産暫定一覧表をユネスコ
の世界遺産センターに提出

国際記念物遺跡会議（イコモス）
による審査

イコモスによる評価結果の勧告

準備が整った資産から順次推薦を決定

世界遺産委員会へ推薦書提出

世界遺産委員会で登録の可否を決定

「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」

　
　
　
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
追
加
記
載

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
を
対
象
に

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
参
加
者
を
募
集
！

路
線
バ
ス
特
別
運
賃
﹇
１
乗
車 

２
０
０
円
﹈
で
乗
車
で
き
ま
す
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募
集
期
間

　
12
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
24
日
（
金
）

　
授
業
料
　

　
月
額
９
０
０
０
円
（
そ
の
他
に
給
食
費
・

教
材
費
が
必
要
で
す
）

　
授
業
料
は
保
護
者
等
の
課
税
状
況
に
応
じ

て
減
免
が
あ
り
ま
す
。

　
保
育
時
間
　
　
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
平
日
）

（
夏
・
冬
・
春
休
み
あ
り
。
た
だ
し
、
夏
休

み
中
は
10
日
間
前
後
の
夏
季
保
育
を
実
施
。

こ
の
間
昼
食
は
お
弁
当
を
持
参
）

　
あ
い
か
わ
幼
稚
園

募
集
園
児
　
　
　

・
満
３
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成

20
年
４
月
１
日
生
）

・
満
４
歳
児
（
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成

19
年
４
月
１
日
生
）

・
満
５
歳
児
（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１
日
生
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
　

あ
い
か
わ
幼
稚
園
　
☎
74
―
３
２
３
４

　
さ
わ
た
幼
稚
園

募
集
園
児
（
１
年
保
育
）
　
　

　
満
５
歳
児
（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１
日
生
） 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
　

さ
わ
た
幼
稚
園
　
☎
52
―
３
３
３
３

　
小
木
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
園
児
（
１
年
保
育
）
　

　
満
５
歳
児
（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１
日
生
）

※
希
望
に
よ
り
、
昼
間
共
働
き
等
で
家
庭

に
見
て
く
れ
る
方
が
い
な
い
園
児
に
つ

い
て
は
、
小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
午
後
６
時
ま
で
預
か
り
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
　

小
木
幼
稚
園
　
☎
86
―
２
４
０
３

※
申
込
用
紙
は
、
各
市
立
幼
稚
園
・
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
23
―
４
８
９

８
）
お
よ
び
教
育
委
員
会
各
事
務
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
・

自
発
的
に
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
市
役

所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象

　
集
落
や
複
数
集
落
、
地
域
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

対
象
事
業

　
教
育
文
化
・
保
健
福
祉
・
環
境
保
全
・

産
業
振
興
等
の
分
野
で
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
事
業

　
※
地
域
住
民
が
自
ら
策
定
し
た
計
画

（
地
域
活
性
化
計
画
）
に
基
づ
い
た
事

業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

○
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
事
業

　
補
助
金
額
は
、
対
象
経
費
の
10
分
の
７
以

内
で
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
（
た
だ
し
、

対
象
経
費
が
30
万
円
未
満
の
事
業
は
除

く
）
。

　
補
助
事
業
と
し
て
継
続
で
き
る
期
間
は
３

年
以
内
。

※
「
地
域
活
性
化
計
画
」
と
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
描
く
地
域
全
体
の
将
来
像
と
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
活
動
方
針
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

※
本
補
助
金
以
外
の
助
成
事
業
と
重
複
し
て

交
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
締
切

　
平
成
23
年
１
月
14
日
（
金
）

※
募
集
期
間
中
は
、
書
類
の
書
き
方
や
補
助

制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
地
域
振
興
課
　
地
域
振
興
係
　

☎
63
―
４
１
５
２

F
A
X
63
―
５
１
２
５

平成23年度

入園児を募集
　

あいかわ・さわた・小木
幼稚園

平成23年度

佐渡おこし
チャレンジ事業
募　集

市民の皆さんの自主的・自発的な
地域づくり活動を応援します！
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税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算

等
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
同
封
し
、
１
月
下

旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
給
与
等
の
支
払
い
が
あ
る
方

は
、
年
末
調
整
関
係
書
類
が
年
内
に
発
送

さ
れ
ま
す
が
、
書
類
に
同
封
さ
れ
る
日
程

表
は
、
今
回
ご
案
内
す
る
説
明
会
と
は
異

な
り
、
年
末
調
整
関
係
の
み
の
説
明
会
日

程
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
分
の
所
得
税
・
消
費
税
確
定

申
告
書
を
次
の
方
法
に
よ
り
作
成
し
提

出
し
た
方
に
は
、
申
告
書
・
決
算
書
等

が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

①
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
（
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
て
作
成
し
た
方

②
確
定
申
告
会
場
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

佐
渡
）
で
パ
ソ
コ
ン
に
て
作
成
し
た
方

③
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
に
て
作
成
し
た
方

等
お
問
い
合
わ
せ
　

佐
渡
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門
　

☎
74
―
３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
）

　
個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課
税
事

業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付
が
必
要
な

方
）
と
な
る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄

税
務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
簡
易
課
税
制
度

　
基
準
期
間
（
前
々
年
）
に
お
け
る
課
税

売
上
高
が
５
０
０
０
万
円
以
下
の
方
は
、

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
制
度
を
平
成
23
年
分
か
ら
適

用
し
て
申
告
す
る
方
は
、
平
成
22
年
12
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易
課
税

制
度
選
択
届
出
書
」
を
納
税
地
の
所
轄
税

務
署
長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
選
択
し
た
場
合
、
事
業
を

廃
止
し
た
場
合
を
除
き
、
２
年
間
以
上
継

続
し
た
後
で
な
け
れ
ば
選
択
を
や
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
は
、
「
み
な
し
仕
入
率
」
に
よ

り
納
付
税
額
を
計
算
し
ま
す
の
で
、
多
額
の

設
備
投
資
を
行
っ
た
場
合
な
ど
で
一
般
課
税

（
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
な
か
っ
た
場

合
）
に
よ
り
計
算
す
れ
ば
還
付
と
な
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
消
費
税
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
各
種
届
出
書
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
も
提
出

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
の
ご
利
用
は
、
税
務
署
（
☎
74
―
３
２
７

６
）
に
お
電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
に
従

っ
て
番
号
「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

佐
渡
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門
　

☎
74
―
３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
）

平成22年分　青色申告決算等説明会　日程

講師は、税務署職員および税務署が依頼した税理士が行います。

対　象

事業・不動産所得関係

農業所得関係

開催日時

12月２日（木）
午前10時～正午

12月３日（金）
午前10時～正午

12月２日（木）
午後 ２時～４時

12月３日（金）
午後 ２時～４時

会　　場

アミューズメント佐渡
１階　はまなすホール
（佐渡市中原234―1）

平
成
22
年
分
　

 
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？
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こ
の
た
び
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る
生

命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と

す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上
の
取
扱

い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま

で
の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て

い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て

い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
必
要
な
手
続
き
（
更

正
の
請
求
ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方
や
所
得
税
の

還
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
佐
渡
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平
成
22
年
12
月

末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や
贈
与
税
の

課
税
対
象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税

の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
税
務
署 

個
人
課
税
部
門
　
☎
74
―
３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

建物を取り壊した時や
用途を変更した時には
ご一報ください。
　固定資産税は、毎年１月１日現在にお

いて土地・家屋・償却資産を所有してい

る人に課せられます。

　平成22年12月末までに家屋を取り壊

した場合、平成23年度分より固定資産

税の課税対象とはなりません。また、家

屋の一部を取り壊した場合でも、取り壊

した床面積分は課税対象から差し引かれ

ます。

　届出がない場合には課税されることが

ありますので、平成23年１月末までに

下記までご連絡ください。

　また、家屋の用途を変更したとき（店

舗を住宅に改修したり、逆に住宅を店舗

に改修したときなど）には、その家屋の

敷地の課税において、固定資産税が軽減

される特例措置の適用が変更となる場合

があります。連絡をいただいた後に担当

が現地まで確認にお伺いしますので、ご

連絡くださるよう、ご協力をお願いしま

す。

お問い合わせ
市役所税務課 固定資産税係

☎63－5110

または各支所市民課・各行政サービスセ

ンター（税務担当）

  事業者の皆さまへ

個人住民税は特別徴収で納めましょう！
■給与所得者の個人住民税は給与天引き（特別徴収）が法律等
で義務づけられています。
　　個人住民税は、所得税の源泉徴収と同様に、事業者（給与

支払者）が毎月従業員（給与所得者）に支払う給与から天引

き（特別徴収）し、住民税の納税義務者である従業員に代わ

って、従業員の住所地の市町村へ納入することが、地方税法

および各市町村の条例で義務づけられています。

■所得税のように事業者が税額を計算したり、記帳する必要は
ありません。
　　所得税の源泉徴収の事務手続きと異なり、事業者が税額を

計算する必要はありません。

　　市町村が毎年5月に事業者（給与支払者）に対して「給与

所得等にかかる特別徴収税額決定通知書」により月々に特別

徴収をすべき額をお知らせしますので、その税額を毎月の給

与から特別徴収し、翌月10日までに合計税額を各従業員の住

所地の市町村へ納入していただきます。

■従業員の方の納税にかかる負担が軽減されます。
　　従業員一人ひとりが納税のために、金融機関や市町村窓口

に出向く手間を省くことができます。

　　また、特別徴収以外の方法による納税の回数が通常年4回

であるのに対し、特別徴収は年12回なので従業員の方の1回

あたりの納税額の負担が少なくなります。

※給与を支払っている事業者で、特別徴収を行っていない方に

つきましては、市役所税務課市民税係までご相談ください。

お問い合わせ
市役所税務課 市民税係 ☎63－5110
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児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は
依

然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
特
に
、
子
ど
も

の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
児
童
虐
待
問
題
は

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
虐
待
の
発
生
予
防
、
早

期
発
見
・
早
期
対
応
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
の
自
立
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

総
合
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
機
関
を
含
む
幅
広
い

市
民
の
理
解
と
関
心
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
お
か
し
い
」
「
何
か
変
だ
」
と
気
付
い

た
ら
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
委

員
※(

主
任
児
童
委
員)

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応

し
ま
す
。

※
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
で
す
。

・
子
ど
も
と
う
ま
く
か
か
わ
れ
な
い

・
自
分
だ
け
子
育
て
が
う
ま
く
で
き
な
い

・
子
ど
も
の
行
動
が
気
に
入
ら
な
い

・
子
ど
も
と
い
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る

・
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

„
相
談“
は
子
育
て
を
支
援
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
で
す

　相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
５
２
２
２

ま
た
は
各
地
域
の
児
童
委
員
　
　

地
域
社
会
か
ら
児
童
虐
待
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
佐
渡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

●
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上

の
飼
い
犬
に
は
、
『
犬
の
登
録
と
毎
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
』
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
行
為
は
、
『
佐

渡
市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条

例
』
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
犬
の
ふ
ん
が
放
置
さ
れ
た
場
所
周
辺
を

利
用
す
る
多
く
の
方
々
が
迷
惑
し
ま

す
。

●
犬
の
放
し
飼
い
は
、
『
新
潟
県
動
物
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
』
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
周
辺
の
方
々
に
恐
怖

心
や
不
安
感
を
与
え
、
危
害
を
加
え
る
可

能
性
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

●
ペ
ッ
ト
の
遺
骸
も
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ

う
。

　
ペ
ッ
ト
の
遺
骸
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

周
囲
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
周
辺
環

境
に
配
慮
し
、
遺
骸
を
適
正
に
処
置
し
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
環
境
対
策
課 

環
境
対
策
係

☎
63
―
３
１
１
３

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
ら
・
・
・

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
動
物
病

院
等
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
に
は
、
必
ず
引
き
綱
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
ふ

ん
を
回
収
す
る
た
め
の
用
具
を
携
帯

し
、
ふ
ん
を
放
置
せ
ず
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

11月は「児童虐待防止推進月間」です

見すごすな
幼い子どもの
SOS

(平成22年度「児童虐待防止推進月間」標語)

飼い主としての
ルールを

守りましょう!!
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世
界
遺
産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」

〜
世
界
の
中
で
佐
渡
だ
け
の
価
値
を
、
自
分
た
ち
の
遺
産
と
し
て
〜

　
10
月
17
日
、
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
世
界
遺
産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
国
際
産
業
遺
産
保
存
委
員
会
の

理
事
で
鉱
山
部
会
長
を
務
め
る
イ
ギ
リ
ス

の
マ
イ
ル
ズ
・
オ
グ
リ
ソ
ー
プ
博
士
が

「
佐
渡
金
銀
山
の
産
業
遺
産
と
し
て
の
評

価
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

博
士
か
ら
は
、
事
前
の
金
銀
山
視
察
を
踏

ま
え
、
佐
渡
に
は
世
界
的
価
値
を
持
つ
す

ば
ら
し
い
産
業
遺
産
が
あ
る
の
で
、
地
元

の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院

の
小
風
秀
雅
教
授
、
筑
波
大
学
大
学
院
の

稲
葉
信
子
教
授
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
佐
渡
の
澤
邉
一

郎
取
締
役
社
長
、
政
策

研
究
大
学
院
大
学
の
篠

原
修
教
授
、
文
化
庁
文

化
財
部
記
念
物
課
の
本

中
眞
主
任
文
化
財
調
査

官
が
加
わ
り
、「
産
業
遺

産
と
し
て
の
佐
渡
金
銀
山
の
価
値
と
今
後
の

整
備
・
活
用
」
と
題
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
日
の
講
演
会
・
音
楽
会
「
佐
渡
鉱
山
　
秋

の
夕
べ
」
や
、
当
日
午
前
の
近
代
化
遺
産
等
見

学
ウ
ォ
ー
ク
も
好
評
で
、
参
加
者
は
か
つ
て
の

佐
渡
鉱
山
の
繁
栄
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し

た
。

○
第
３
回
ト
キ
放
鳥

　
11
月
１
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
火
）
ま
で
、

野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
順
化
ケ
ー
ジ
に
お

い
て
、
オ
ス
８
羽
、
メ
ス
６
羽
の
ト
キ
を
放

鳥
し
ま
す
。
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
直
接
ト
キ
が

野
外
に
出
て
行
く
ソ
フ
ト
リ
リ
ー
ス
方
式
に

よ
り
放
鳥
さ
れ
、
放
鳥
口
は
日
中
開
放
し
、

夜
間
は
閉
鎖
し
ま
す
。
12
月
以
降
は
、
ケ
ー

ジ
内
に
ト
キ
が
残
っ
て
い
る
場
合
で
も
放
鳥

口
を
閉
鎖
し
、
第
３
回
放
鳥
を
終
了
し
ま

す
。

　
今
回
の
放
鳥
に
向
け
て
の
順
化
訓
練
で

は
、
環
境
省
職
員
が
ケ
ー
ジ
内
に
入
る
回
数

を
増
や
し
、
農
作
業
車
を
想
定
し
て
軽
ト
ラ

ッ
ク
を
訓
練
ケ
ー
ジ
周
辺
ま
で
近
づ
け
る
な

ど
、
人
や
車
に
慣
れ
さ
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10

月
５
日
に
開

催
さ
れ
た
環

境
省
の
「
第

14
回
ト
キ
野

生
復
帰
専
門

家
会
合
」
で

は
、
今
後
の

放
鳥
計
画
や

放
鳥
ト
キ
の

様
子
に
つ
い

〈 

11
月
１
日
か
ら
第
３
回
ト
キ
放
鳥
　
来
春
の
ひ
な
誕
生
に
期
待 

〉

て
、
各
部
門
の
専
門
委
員
に
よ
る
検
証
、

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
第
４
回
ト
キ
放
鳥

　
放
鳥
候
補
個
体
は
20
羽
と
し
、
第
３
回

放
鳥
に
引
き
続
き
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
の
ソ
フ
ト
リ
リ
ー
ス

方
式
に
よ
り
放
鳥
す
る
予
定
で
す
。
放
鳥

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
放
鳥
の
結

果
を
検
討
し
た
後
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
来
年
以
降
の
放
鳥
に
つ
い
て
は
、
春
と

秋
の
年
２
回
、
各
20
羽
の
計
40
羽
を
放
鳥

す
る
方
針
で
す
。

○
放
鳥
ト
キ
の
様
子

　
佐
渡
島
内
で
は
、
６
月
頃
か
ら
群
れ
を

形
成
し
始
め
最
大
14
羽
で
行
動
し
て
い
る

の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
に
入

り
、
稲
刈
り
が
始
ま
る
と
ト
キ
の
群
れ
が

少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
10
月
15
日
現
在
、
本
州
で
は
新
潟
市
内

で
１
羽
、
富
山
県
内
で
１
羽
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63
―
３
７
６
１

◆
佐
渡
金
銀
山
講
演
会
◆

　
講
演 

「
佐
渡
鉱
山
に
産
出
し
た
金
銀
鉱
石
の
特

徴
」
井
澤
英
二
氏
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
） 

他

日
時
　
11
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
朱
鷺
メ
ッ
セ
中
会
議
室
３
０
１

　
（
新
潟
市
中
央
区
万
代
島
）

主
催
　
新
潟
県
「
佐
渡
金
銀
山
」
世
界
遺

産
登
録
推
進
議
員
連
盟

申
込
み
　
県
文
化
行
政
課

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
７
２
６

日
時
　
11
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

　
〜
11
月
23
日
（
火
・
祝
）
午
後
２
時

会
場
　
東
北
電
力
新
潟
支
店
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
中
央
区
上
大
川
前
通
５
番
町
８
４
）

主
催
　
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
会
　

後
援
　
新
潟
県
教
育
委
員
会
・
佐
渡
市

☆
ミ
ニ
講
座
・
佐
渡
芸
能
披
露
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
支
援
事
業

　
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
記
載
　
記
念
パ
ネ
ル
展

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

72

9



　
平
成
19
年
４
月
、
前
浜
小
学
校
は
、

地
区
の
３
つ
の
小
学
校
（
岩
首
小
・
野

浦
小
・
片
野
尾
小
）
が
統
合
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
統
合
前
の
各
学
校
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
水
津
漁
業
研
究
会
と
水

津
漁
家
女
性
部
な
ど
が
主
催
し
て
今
年

で
18
回
目
に
な
り
ま
す
。
前
浜
小
と
前

浜
中
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
イ
カ
さ

ば
き
や
漁
船
乗
船
体
験
、
海
の
関
係
者

の
講
演
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
イ
カ
さ
ば
き
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
面

白
か
っ
た
。
」「
漁
師
さ
ん
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
勉
強
に

な
っ
た
。
」
等
、
海
の
恵
み
や
、
漁
業

に

携

わ

る

人
々
の
熱
い

思

い

に

ふ

れ
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、

ふ
る
さ
と
を

誇
り
に
思
う

心
が
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
野
浦
小
学
校
時
代
か
ら

続
い
て
い
る
も
の
で
す
。
11
月
に
講
師
を

招
い
て
版
画
教
室
を
行
い
ま
す
。
下
絵
の

描
き
方
や
彫
り
方
等
を
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
顔
を
も
っ
と
大

き
く
か
こ
う
。
」「
動
き
が
わ
か
る
よ
う
に

勢
い
よ
く
か
こ
う
。
」
な
ど
、
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
も
と
に
真
剣
に
下
絵
に
取

り
組
み
ま
す
。
彫
り
も
、
彫
刻
刀
の
種
類

を
変
え
た
り
、
彫
る
方
向
や
深
さ
を
変
え

た
り
し
な
が
ら
工
夫
し
ま
す
。
何
百
枚
も

の
印
刷
や
休
日
の
数
字
へ
の
赤
入
れ
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
閉
じ
る
ホ
ル
ダ
ー
作
り
は
職

員
と
保
護
者
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
多
く
の
手
に
よ
っ
て
版
画

カ
レ
ン
ダ
ー
が
完
成
し
ま
す
。
出
来
上
が

っ
た
時
の
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
表

情
を
見
る
と
、
苦
労
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
で
カ
レ
ン
ダ
ー
が

大
事
に
飾
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が

見
て
く
だ
さ
る
方
の
心
に
響
い
て
い
ま

す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

版画カレンダーづくり

10月13日、
「心つながる地区の集い」
実行委員会（南中学校生徒）
が、教育長に計画書を提出

金井中・金井小・金井吉井小では、
10月18日～22日に、市役所前や
佐渡病院前でも、元気な声で
あいさつを行いました。記念式典（写真上）と、浅島誠さん

による記念講演（写真右）

佐渡総合高校
創立100周年記念式典
　佐渡総合高校の創立100周年記念式典が、10月

16日にアミューズメント佐渡で開催されました。

　佐渡総合高校は佐渡の農業振興のため、組合立

佐渡農学校として明治43年に創立し、今年５月２

日に100周年を迎えました。これまでに、記念式

典に向けたカウントダウンパネルの設置や、100

周年記念体育祭、記念Tシャツを着用したマラソ

ン大会など、100周年を盛り上げる行事を行って

きました。

　式典では、来賓祝辞などのほか、感謝状の贈呈

や生徒代表による喜びの言葉が披露されました。

また、文化功労者で佐渡市名誉市民の浅島誠さん

による「次世代を担う若者へのメッセージ」と題

した記念講演も行わ

れました。

佐渡に広げよう 「愛さつ・声かけ運動」
　10月20日、佐渡市の小中学校が一斉にあいさつ

運動に取り組みました。

　この「愛さつ・声かけ運動」は、7月30日にトキ

のむら元気館で行われた「佐渡地区 心つながる地区

の集い」のなかで南中学校により提案された運動

で、今年度県全体で取り組んでいる「深めよう 絆 

推進運動」の一環として実施されました。

　あいさつや声かけが飛び交う、明るく、楽しい佐

渡になるよう、各中学校区ごとに工夫を凝らしたあ

いさつ運動が行われました。

イカさばき

佐
渡
市
立
前
浜
小
学
校
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里田まいさんが稲刈り
　10月11日、朱鷺と暮らす親善大使の

里田まいさんが、5月に自らが田植えを

した新穂田野沢地区にある田んぼで稲

刈りを行いました。

　里田さんは、「佐渡トキの田んぼを守る会」の協力のもと、

生きものを育む農法による米づくりに取り組んでおり、これま

でも生きもの調査や草刈りなどの農作業を行ってきました。

　田んぼは前日までの雨でぬかるみ、足を取られながらの作業

でしたが、里田さんは鎌で丁寧に稲を刈り取り、収穫を喜んで

いました。

佐渡を犯罪のないまちに　
　10月16日、アミューズメント佐渡で「佐渡市犯罪のな

い安全で安心なまちづくり市民大会2010」が開催されま

した。防犯活動に尽力された個人や団体の表彰、防犯講

話（ケータイ安全教室）のほか、佐渡高校吹奏楽部によ

る防犯広報（演奏会）も行われました。

「自らの安全

は自ら守る」、

「地域の安全は

地域で守る」

という防犯意

識を持ち、自

主的な防犯活

動を行うこと

が大切です。

相川こいっちゃまつり8年ぶり復活
　平成14年を最後に途絶えていた「こいっちゃまつり」が、9月26日、8年ぶりに復活しました。島内各地のＢ

級グルメを集めた『佐渡國うまいもん合戦』では、Ｂ級グルメ研究所所長の田村秀さんを特別審査員に迎え、

地域の食材にこだわった９店が自慢の味を披露しました。また、プロレスの試合では、藤波辰爾選手率いる団

体ドラディションによる白熱した試合が行われ、地元相川在住の元プ

ロレスラー・伊藤俊二さんもリングに上がり、大いに会場を盛り上げ

ました。

【佐渡國うまいもん合戦2010審査結果】
うまいもん大賞　「海府やぼらバーガー」たかち芸能祭 feat.海府荘（高千）
郷土愛賞　　　　「かにめし」和食レストランかにっこ（千種）
アイデア賞　　　「炎のチャーハン」丸泰（千種）

審査員特別賞　　「烏賊ゴロ丼」竹屋（相川一町目）
い  か

佐渡ヒルクライム2010大会
　10月3日、大佐渡スカイラインの最高峰（標高942ｍ）

を目指し、自転車で駆け上がる「佐渡ヒルクライム大会」

が開催されました。佐渡ロングライド・佐渡トライアスロ

ン大会とならび、自転車を活用したこのイベントに県内外

から81名が参加しました。相川中学校前をスタートした

選手たちは、急こう配の続く15㎞のコースに挑み、息を

荒くしながら力強くペダルを踏み込んでいました。

中部航空音楽隊がコンサート
　10月9日、航空自衛隊佐渡分屯基地の創設55周

年を記念し、中部航空自衛隊とのふれあいコンサ

ートが、アミューズメント佐渡で行われました。

美しいメロディや軽快なリズムで演奏される童謡

や歌謡曲、アニメ音楽や佐渡おけさなどに会場は

盛り上がりました。

防犯功労者・団体の表彰

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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10
月
７
日
、
真
野
体
育
館
に
て
放
送
大
学

公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
新
潟
大
学
名
誉
教
授
・
小
林
巌

雄
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
「
壮
大
な
ド
ラ
マ

―
佐
渡
の
大
地
の
生
い
立
ち
を
探
る
―
」
と

題
し
、
３
億
年
に
遡
る
歴
史
を
秘
め
る
佐

渡
、
そ
の
歴
史
の
中
で
も
地
層
に
刻
み
残
さ

れ
た
１
６
５
０
万
年
以
上
続
く
日
本
海
の
変

遷
、
そ
し
て
佐
渡
の
誕
生
と
現
在
に
至
る
島

の
生
い
立
ち
を
、
断
層
や
化
石
の
写
真
を
交

え
て
ご
教
授
い

た

だ

き

ま

し

た
。
当
日
は
80

名
余
り
が
参
加

し
、
小
林
先
生

の
お
話
に
興
味

深

く

聞

き

入

り
、
大
変
勉
強

に
な
っ
た
様
子

で
し
た
。

　
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
下
で
、
小
木
幼
稚
園

児
が
つ
ぶ
ら
な
二
十
四
の
瞳
を
輝
か
せ
、
春

に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
生
長
を
観
察

し
、
茎
の
根
元
を
一
生
懸
命
掘
っ
て
、
さ
つ

ま
い
も
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
小
ぶ
り
の
お
芋
で

し
た
が
、
み
ん
な
大
満
足
で
次
の
焼
き
芋
作

り
に
挑
戦
で
す
。
お
芋
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

包
み
、
火
ど
こ
に
一
人
ず
つ
お
芋
を
入
れ
る

時
に
、
け
む
り
が
目
に
し
み
た
り
火
が
熱
か

っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
体
験
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
子
ど
も
の
個
性
が
光
っ
て
い
ま
し

た
。

　
焼
き
芋
が
出
来
上
が
っ
て
み
ん
な
で
口
に

ほ
う
ば
っ
た
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
に
思
わ

ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
パ
チ
リ
。

・大絵馬ものがたり全５巻　
　須藤功著　農山漁村文化協会

・図説船の歴史　
　庄司邦昭著　河出書房新社

・失われた近代建築　
　増田彰久写真　講談社

・改正･日本の絶滅のおそれの
ある野生生物（レッドデータ
ブック）

　環境省編　全９巻

・神楽面の彫り方　－入門から
彩色まで　　

　中村延寿著　日賀出版社　

中央図書館、仲川十左衛門文庫
がますます充実しました。
必ず読みたい本が見つかると思
います。

11月は各学校の読書旬間です。ボランティアの方たちが昼休みの
おはなし会や朝読書等で活躍しています。

【新着図書紹介】

絵本作家「高畠純」さんが
やってきます！
高畠純さんと「絵本であっはっは」
～ぼくの絵本はこうして作られる～

日　時　11月27日（土）
　　　　　午後2時～3時30分
受　付　午後1時30分から
会　場　金井能楽堂
参加費　大人500円　子ども 無料

　
放
送
大
学
公
開
講
演
会
（
真
野
地
区
）

小
木
地
区
『
ふ
れ
あ
い
家
庭
学
級
』

　
ち
び
っ
こ
農
園
「
サ
ツ
マ
イ
モ
を

　
掘
っ
て
、焼
き
芋
を
食
べ
た
ぞ
ぉ
〜
！
」

※会場は金井能楽堂です。お間違えのないよう
　にお願いします。親子で楽しみましょう！

子ども読書ボランティアリーダー養成講座が開催されました

新穂小学校（朝読書） 河崎小学校（読書旬間） 七浦小学校（お話の部屋）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）
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有
料
広
告
掲
載
の
お
申
し
込
み
は
、

市
役
所
総
務
課（
広
報
広
聴
係
）ま
で
　

　
☎
63

広
告
募
集
中
！

３
１
１
１

┃

　　
市
報
さ
ど
８
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭

の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
で
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
11
月
30
日
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
方
　
↓
　
11
月
30
日
ま
で

に
申
請
を
す
れ
ば
、「
８
月
分
」
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、
11
月
30
日
ま

で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
　
↓
　
11

月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
「
要
件

に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
分

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

支
給
対
象
者

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
監
護

す
る
母
ま
た
は
養
育
者

※
父
の
場
合
は
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者
で
あ
る

児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童

な
ど

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
児
童
を
監
護
、
養

育
し
て
い
て
も
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
支
給
要
件
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

※
児
童
と
は
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
（
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
の
人
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
係
　

☎
63
―
５
１
１
３
　
ま
た
は
各
支
所
市
民

課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
に
「
特

別
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
６

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
受
付
期
間
　
平
成
22
年
10
月
25
日
〜
平

成
24
年
３
月
31
日

※
対
象
者
に
は
請
求
書
類
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
９
―
２
０
４
（
Ｉ
Ｐ
電

話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０
３
―
５
８
６
０
―
２

７
４
８
）
※
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

　
新
潟
県
で
は
、
９
月
か
ら
11
月
中
旬
ま
で

を
食
中
毒
予
防
強
化
期
間
（
き
の
こ
）
と
定

め
、
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
10
月
14
日
に
「
毒
き
の

こ
食
中
毒
発
生
警
報
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
食
用
と
正
確
に
判
断
で
き
な
い
き
の
こ
は

絶
対
に
「
採
ら
な
い
」、「
食
べ
な
い
」、「
人

に
あ
げ
な
い
」　

確
実
に
鑑
定
で
き
る
専
門
家
に
判
断
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
佐
渡
保
健
所
生
活
衛
生
課

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
様
々
な「
言
い
伝
え
」は
全
く
根
拠
の
な
い

迷
信
で
あ
る
た
め
、信
じ
な
い
。

①
柄
が
縦
に
裂
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
。

↓
毒
を
持
つ
き
の
こ
の
多
く
は
柄
が
縦
に
裂

け
ま
す
。

②
ナ
ス
と
一
緒
に
料
理
す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
。

↓
食
中
毒
を
起
こ
し
た
例
は
多
数
あ
り
ま
す
。

③
虫
が
食
べ
て
い
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
。 

↓
虫
は
毒
の
あ
る
き
の
こ
も
食
べ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
保
健
所 

生
活
衛
生
課

　
☎
74
―
３
３
９
９

有
　
料
　
広
　
告

11
月
21
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

☎
０
１
２
０
―
０
５
２
―
０
８
８

　
生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
で

す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。
開
催
日
時
に

直
接
、
相
談
電
話
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

http://www1.ocn.ne.jp/̃saikouen/

造園 設計 施工 本間様邸
さい　こう　えん

（有）西 香 園 沢根 ☎52ー5900

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福
　
祉
　
健
　
康

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
制
度

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ま
へ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

「
毒
き
の
こ
食
中
毒
発
生
警
報
」発
令
！
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新
潟
県
で
は
、
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
や
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
歯

科
医
院
へ
通
院
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
で
も

歯
科
保
健
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
歯
科
医
師
会
と
協
力
し
、
訪
問
歯
科
健

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が
ご
自
宅
を
訪

問
し
、
歯
科
健
診
を
行
う
と
と
も
に
歯
や
口

腔
に
関
す
る
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。（
無
料
）

　
な
お
、
健
診
の
結
果
、
治
療
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
引
き
続
き
ご

自
宅
で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。
（
保
険
診
療
と
な
り
有
料
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

佐
渡
保
健
所
　
☎
74
―
３
４
０
３

　
毎
年
12
月
３
日
（
国
際
障
害
者
デ
ー
）
か

ら
12
月
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す
。
佐
渡
地

区
で
は
期
間
中
に
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社

会
参
加
へ
の
意
欲
、
市
民
の
障
が
い
へ
の
理

解
と
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
推
進

集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
４
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
※
即
売
会
は
正
午
か
ら

会
場
　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

内
容
　

・
意
見
発
表
会

・
活
動
紹
介
（
音
楽
発
表
・
芸
能
発
表
）

・
障
が
い
者
相
談
員
紹
介

・
障
が
い
福
祉
施
設
等
利
用
者
に
よ
る
作
品

展
示
・
即
売
会
（
多
数
の
手
作
り
商
品
を

用
意
し
て
い
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係
　

☎
63
―
５
１
１
３

　
平
成
23
・
24
年
度
の
佐
渡
市
に
お
け
る
建

設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
に

関
連
す
る
委
託
な
ら
び
に
物
品
の
購
入
（
製

造
）
・
業
務
委
託
の
競
争
入
札
等
に
参
加
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入

札
情
報
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

・
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
　

　
11
月
１
日
〜
１
月
31
日

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
入
札

　
参
加
資
格

　
12
月
１
日
〜
１
月
31
日

・
物
品
購
入
・
業
務
委
託
等
入
札
参
加
資
格

　
12
月
１
日
〜
１
月
31
日

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
財
務
課
契
約
検
査
室
　
契
約
係
　

　
☎
63
―
５
１
３
７

　
県
で
は
、
大
佐
渡
山
脈
の
石
名
県
有
林

（
壇
特
山
附
近
）
に
確
認
さ
れ
た
天
然
杉
を

保
全
し
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
か
ら
周
遊
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
遊
歩
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
天
然
杉
が
県
民
か
ら
広
く
愛
さ

れ
、
森
林
環
境
の
保
全
と
そ
の
活
用
に
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
天
然
杉
の
名
称
を
公
募

に
よ
り
選
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
の
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
応
募
要
領
な
ど
詳
し
く
は
、
佐
渡
地
域
振

興
局
の
各
庁
舎
お
よ
び
佐
渡
市
役
所
本
庁
・

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
「
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
佐
渡
地
域
振
興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
石
名
天
然
杉
」
で
検
索
！

お
問
い
合
わ
せ
　

新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
　
林
業
振
興
課
　

　
☎
74
―
３
３
９
５

　
新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
15
日
（
月
）
か
ら

21
日
（
日
）
ま
で
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。土
・
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
　
差
別
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
夫

婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人
権
に
関

す
る
こ
と
。

電
話
番
号

　
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０（
全
国
共
通
）

相
談
時
間
　

　
11
月
15
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）
　

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
11
月
20
日
（
土
）
・
21
日
（
日
）
　

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
　

　
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　
☎
74
―
３
７
８
７

　平成22年10月1日付けで人権擁護委員の委嘱の

発令がありました。

　大澤 正興さん　電話 88―2123

　佐渡市羽茂本郷2075番地甲

 人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、憲法

で保障された基本的人権を擁護するため、みなさ

んの身の回りで起きた困りごとや心配ごと等の相

談に応じます。(相談は無料、秘密は固く守られます)

お問い合わせ　

新潟地方法務局佐渡支局　☎74―3787

よろしくお願いします ～人権擁護委員です～

お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
23
・
24
年
度

建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

佐
渡
地
区
障
が
い
者
週
間
推
進

集
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

訪
問
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す

「
石
名
天
然
杉
」の
名
称
を
募
集
し
ま
す

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
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市
営
住
宅

◆
千
種
西
下
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
４
０
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
15
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
２
階
）

　
月
額
家
賃
　
２
万
６
２
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
１
６
０
０
円

◆
木
戸
沢
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
中
興
丙
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
13
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
２
階
）

　
月
額
家
賃
　
２
万
１
２
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
１
６
０
０
円

◆
木
戸
沢
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
２
番
地
１

　
規
　
格
　
簡
易
耐
火
２
階
建
て（
複
層
住
戸
）

　
　
　
　
　
３
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
７
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
４
８
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
２
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
４
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

　
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
　

◆
大
野
第
２
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
梅
津
２
２
４
４
番
地
２

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
２
階
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
上
横
山
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
上
横
山
１
４
２
５
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て（
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
19
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
４
万
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓

口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
11
月
30
日
（
火
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
12
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
連
帯

保
証
人
と
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）
が
必

要
で
す
。

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
建
設
課
　
建
築
住
宅
係
　

☎
63―

５
１
１
８
　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ

※
①
②
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
「
③
④
⑥
」

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
「
③
⑤
⑥
」

・
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
「
⑦
⑧
⑨
⑩
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

③
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

④
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑦
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含

む
）
の
満
年
齢
が
申
込
み
日
に
お
い

て
70
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

⑧
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含

む
）
が
同
居
す
る
こ
と

⑨
同
居
す
る
方
が
申
込
者
お
よ
び
配
偶

者
の
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

⑩
入
居
後
、
速
や
か
に
当
該
賃
貸
住
宅

の
所
在
地
に
住
所
を
移
転
で
き
る
こ

と

日時　11月28日（日）
　　　午前９時～午後３時

会場　両津文化会館
内容
・講演　テーマ（仮）

　　「心弾む明日のために」

　　  ～今 自分にできること…

　講師　新潟県消費者協会 会長

　　　　長谷川かよ子 様

・意見発表

・アトラクション

　（女性団体による舞踊など）

　佐渡市内の女性が一堂に会し

て、交流と研修を通して、明日の

まちづくりを考えるつどいです。

どなたでも気軽にご参加くださ

い。男性の参加も大歓迎です。

お問い合わせ　
佐渡市女性団体連絡協議会

☎27―3830（会長　渋谷）

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

第34回
佐渡市『女性のつどい』
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ス
マ
イ
ル
赤
泊
」

で
、職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

①
看
護
職
員
　
２
名

②
介
護
支
援
専
門
員
　
１
名

受
験
資
格

①
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）
の
資
格
お
よ
び

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

平
成
23
年
４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

②
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
お
よ
び
普
通
自

動
車
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
23

年
４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

試
験
日
　
１
月
21
日
（
金
）
　

会
場
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ス
マ
イ
ル
赤
泊

試
験
内
容
　
作
文
試
験
お
よ
び
面
接

合
格
発
表
　
１
月
28
日
（
金
）

採
用
予
定
日
　
平
成
23
年
４
月
１
日

受
験
申
込
書
の
交
付
　
11
月
15
日
（
月
）
か

ら
ス
マ
イ
ル
赤
泊
総
務
係
で
交
付
し
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
80
円
切
手
を
貼

り
、
宛
名
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
平
成
22
年
11
月
15
日（
月
）〜

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）（
必
着
）

受
付
場
所
　
ス
マ
イ
ル
赤
泊
事
務
室（
総
務
係
）

お
問
い
合
わ
せ
　

ス
マ
イ
ル
赤
泊
（
総
務
係
）

　
☎
81
―
５
７
５
０

〒
９
５
２
―
０
７
０
６
　
佐
渡
市
徳
和
６
２

０
７
番
地
２

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
は
た
の
里
」
、

身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
は
ま
な
す
の
家
」

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
員

　
介
護
職
　
４
名

受
験
資
格

　
介
護
福
祉
士
の
資
格
お
よ
び
普
通
自
動
車

免
許
を
有
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
成
23
年

４
月
１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

試
験
日
　
12
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

会
場
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

や
は
た
の
里

試
験
内
容
　
作
文
お
よ
び
面
接
試
験

採
用
予
定
日
　
平
成
23
年
４
月
１
日

受
験
申
込
書
の
交
付
　
や
は
た
の
里
で
交
付

し
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
「
受

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封

筒
を
同
封
（
80
円
切
手
貼
付
）
し
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
11
月
10
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
12
月
８
日（
水
）（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ

や
は
た
の
里
　
☎
51
―
１
２
０
０

　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
藤
原
、
逸
見
）

〒
９
５
２
―
１
３
１
３
　
佐
渡
市
八
幡
町
３

４
０
番
地

 （財）自治総合センターでは、宝くじの普及広報

を行うとともにコミュニティの健全な発展を図る

ことを目的として、様々なコミュニティ活動を助

成しています。

◎畑野祭典青年鬼組では、自治宝くじの助成金で

あるコミュニティ助成事業の助成を受けて、お

祭り用具（鬼衣装、裏打ち衣装、袢天、獅子

頭、提灯、ビデオカメラ）を整備しました。

お問い合わせ　
市役所地域振興課　

地域振興係

☎63―4152

縁 の 下 の

「
佐
渡
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
冬
期
野
球
教
室
」

夢
は
、
佐
渡
か
ら
甲
子
園
！

対
象
　
小
中
学
生
（
小
学
６
年
生
〜
中
学
３
年
生
）

定
員
　
先
着
40
名

受
講
料
　
６
０
０
０
円

日
時
　
毎
週
月
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、
12
月
６
日
（
月
）
か
ら
３

か
月
間
（
野
球
実
技
指
導
10
回
）

会
場
　
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
　
体
育
館

内
容
　
野
球
基
礎
技
術
、
最
新
運
動
能
力

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
栄
養
指
導
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
指
導
等
々

申
込
み
　
11
月
15
日
（
月
）
か
ら
（
定
員

に
な
り
次
第
閉
め
切
り
ま
す
）

※
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
事
務
室
受
付
の

専
用
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
受

講
料
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

（
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
８

時
）
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

☎
55
―
２
５
６
６ 

佐
渡
市
吉
岡
１
６
７
５
番
地

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
で
、
健
康
増
進
！

◎
室
内
温
水
プ
ー
ル
　
月
曜
定
休
日

　
平
日（
火
〜
金
）午
後
１
時
〜
８
時

　
土
曜
日
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　
日
・
祝
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
体
育
館
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

◎
人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
　
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
日
没
ま
で

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス 

教
室
生
募
集

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
前
浜

福
祉
会
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
国
仲

福
祉
会
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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築
25
年
以
上
を
経
過
し
た
集
合
住
宅
（
マ

ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
等
）
の
テ
レ
ビ
共
同

受
信
施
設
で
は
、
「
地
デ
ジ
電
波
」
を
見
ら

れ
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ご
確
認
の
う
え
、
国
の
改
修
工
事
助
成
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
の
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
新
潟
　
☎
０
２
５―

２
８
５―

６
２
２
６

（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

申
請
期
間
　
12
月
28
日（
火
）ま
で

★
面
談
方
式
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
予
約
く

だ
さ
い

日
時
　
11
月
22
日（
月
）、24
日（
水
）〜
26
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内

縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信

託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55―

３
１
１
７

　防衛省では、平成22年度陸上自衛隊

高等工科学校生徒を募集しています。

　将来陸上自衛隊において、高機能化・

システム化された装備品を駆使・運用す

るとともに、国際社会においても自信を

持って対応できる自衛官となる者を養成

するために、中学校卒業者等を対象に採

用する制度です。そのため、個人の適性

に応じて、幅広い教養と豊かな人間性を

養い、将来陸上自衛官として大きく伸展

できる基礎を作ります。

お問い合わせ　

自衛隊新潟地方協力本部

佐渡駐在員事務所

☎63―4512　　

お気軽にご連絡ください。

「佐渡海洋深層水分水施設」（多田地区）で販売している海
洋深層水を、「佐渡特選市場」（新穂地区）でお求めいただけ
るようになりました。分水施設をすでにご利用いただいて
いる方はもちろん、新規にご利用をお考えの方も、佐渡特
選市場にてお求めいただけます。なお、ご購入１個（20
リットル）に対し、現地までの配送料等の諸経費として
100円の手数料をお願いします。ぜひ、この機会に海洋深
層水をご利用ください。
お問い合わせ　佐渡海洋深層水分水施設　☎81―2611
　　　　　　　佐渡特選市場　☎22―2925

自衛隊佐渡駐在員事務所からのお知らせ

陸上自衛隊 高等工科学校生徒を募集

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

佐渡特選市場でも
佐渡海洋深層水をお求めいただけます

共
同
住
宅
の「
オ
ー
ナ
ー
様
」

「
管
理
組
合
様
」、地
デ
ジ
の
準
備

は
お
済
み
で
す
か
？

募集種目 陸上自衛隊　高等工科学校生徒

募集人員 陸　約320名

資　　格 中卒 (見込含 )17歳未満の方

受付期間 (一般)　22年11月１日～23年１月７日

(推薦)　22年11月１日～23年１月６日

試験期日 (一般)

１次　23年1月22日

２次　23年2月5～8日

(推薦)

23年1月15日～17日まで

の間の指定する１日

合格発表 (一般)

１次　23年2月1日

最終　23年2月25日

入校

待遇

その他

23年４月上旬

修学年限は３年　　卒業後は陸士長

＊本年度から、推薦採用制度が加わりました。

(推薦)

23年2月1日
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第５回 ふるさと再発見の旅「佐渡旅行」を実施！！
　首都圏佐渡連合会主催の「ふるさと再発見の旅」は本年で5回目を

迎えました。佐渡市と首都圏佐渡連合会の共同企画で、里帰りキャン

ペーンの割引料金など特典を利用しています。佐渡を多くの人が訪ね

て、佐渡の良さを広める「宣伝マン」の役を担って欲しいとの趣旨で発

足しています。

　企画・運営にあたる観光部会も同じ目標で、一人でも多く佐渡を“再

発見する旅”にしたい！との思いです。

　実施方法として①佐渡地域を分け、重点的に景勝地と併せて歴史・

文化・芸能に触れる旅にする。②コースのテーマ設定は、半歩先のタイ

ミングで話題性を取り込んでいます。2回目から山本修巳先生の現地解

説も加わり、参加者には好評の「佐渡旅行」です。外部参加の方は“私

たちは佐渡の宣伝マンです”と、“佐渡準市民”に加入され2年連続参

加のグループもあり、この旅行への期待を感じます。

　本年は、10月2日（土）～4日（月）の日程で46名が参加して実施。

「佐渡金銀山 近代化産業遺産と島内“博物館”めぐり」がテーマで、

初日、小型バスに乗り換えての「佐渡鉱山めぐり」は、多くのスポットを

見学できるコースで、地域ガイドさんの解説も好評の一つです。

　2日目は、相川、国仲地区の博物館・資料館めぐりで、佐渡の歴史・

芸術・芸能・生活文化などに触れる旅。参加者は一様に佐渡文化に心

酔されたことでしょう。

　今回、第5回記念として、佐渡市長・（社）佐渡観光協会理事長様よ

り連続参加の7名に“感謝状と記念品”贈呈がありました。

　これからも魅力の「ふるさと再発見の旅」を提案して参ります。関係

者の皆さま、お世話になりありがとうございました。

（文責：首都圏佐渡連合会 観光部会長　名畑榮雄）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
高
校
　
高
校
野
球
県
大
会
準
優
勝

　
10
月
10
日
は
佐
渡
を
出
る
と
き
か
ら
は
っ
き
り
し
な

い
お
天
気
だ
っ
た
。
新
潟
駅
前
で
バ
ス
を
待
つ
人
々
は

顔
見
知
り
ば
か
り
だ
。
佐
渡
高
校
の
村
田
校
長
先
生
に

も
出
会
っ
た
。
今
日
は
佐
渡
高
校
の
出
場
す
る
、
秋
季

高
校
野
球
県
大
会
の
決
勝
戦
だ
。

　
バ
ス
を
降
り
る
と
、
道
を
挟
ん
で
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
の

向
か
い
に
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
野
球
場
が
そ
び
え
立
つ
。

球
場
で
は
ま
だ
試
合
が
続
い
て
い
て
、
前
日
準
決
勝
で

佐
渡
が
下
し
た
十
日
町
高
校
が
強
豪
北
越
高
校
相
手
に

善
戦
し
て
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
５
対
６
で
北
越
高

校
が
勝
っ
て
終
わ
っ
た
。

　
一
昨
年
の
夏
、
準
決
勝
で
私
は
村
田
校
長
と
一
緒

に
、
投
げ
続
け
て
い
た
エ
ー
ス
の
中
川
投
手
が
７
回
目

あ
た
り
か
ら
力
尽
き
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
。
あ
の
時
は
０
対
０
と
息
づ
ま
る
試
合
の

中
で
、
バ
ス
会
社
と
関
係
者
が
、
試
合
の
行
方
に
落
ち

着
か
な
い
風
情
の
校
長
を
取
り
囲
ん
で
真
剣
に
甲
子
園

行
き
の
バ
ス
と
宿
の
相
談
を
持
ち
か
け
て
い
た
ら
し
い

の
を
思
い
出
す
。

　
佐
渡
高
校
と
日
本
文
理
高
校
と
の
決
勝
の
試
合
が
始

ま
っ
た
。
雨
が
激
し
く
降
り
始
め
た
が
、
す
ぐ
止
ん

だ
。
結
果
は
６
対
１
で
完
敗
だ
っ
た
が
、
悔
し
い
思
い

は
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
。
余
り
に
も
体
格
も
違
う
相
手

に
こ
こ
ま
で
精
一
杯
戦
い
続
け
た
ナ
イ
ン
に
心
か
ら
の

賞
賛
を
送
っ
て
、
心
満
た
さ
れ
て
バ
ス
乗
り
場
に
向
か

っ
た
。
　

ご寄付
ありがとうございました

ご寄付
ありがとうございました
　生活協同組合連合会コープネット事業

連合様より、佐渡市トキ環境整備基金に

240 万円のご寄付いただきました。これ

は、「コープネット佐渡トキ応援プロジェ

クト」（「CO・OP新潟佐渡コシヒカリ」の

販売 1kg あたり 1 円を寄付）および、

「CO・OP 洗剤・環境活動寄付キャンペー

ン」（コープ洗剤商品 1 個の販売につき

2 円を寄付）によって集められた寄付金

です。

　佐渡市とコープネット事業連合、コー

プにいがたは、佐渡トキ保護活動を目的

とした連携協定を締結し、産地と消費地

との相互理解を強め交流していく取組み

を進めています。

　ご芳志は、トキ保護増殖および野生復

帰のために活用させていただきます。

　ありがとうございました。

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

首都圏情報コーナー

No.
49
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 9.14～10.18届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

9.13
9.15
9.17
9.19
9.29
10.3
10.4
10.4
10.11
9.6
9.10
9.17
9.17
10.1
10.2
10.8
9.2
9.8

健治
烈
一樹
徳久
淳
忠彦
貴洋
智則
大作
旭
史歌
翔大
淳
和史
浩次郎
佳生
俊英
和洋

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃

梅津
加茂歌代
長江
長江
梅津
秋津
梅津
両津夷
加茂歌代
姫津
相川大浦

相川下戸炭屋浜町
米郷
北立島
北立島
小川
中原
河原田諏訪町

（きっと）
（ゆう）
（なの）
（りく）
（あゆみ）
（りこ）
（ゆい）
（りお）
（はると）
（なお）
（のぞむ）
（あさひ）
（とうま）
（よしき）
（こうた）
（さや）
（りら）
（かなみ）

松　田　吉　翔
西　澤　　　悠
山　本　菜　乃
本　間　利　空
森　下　　　歩
池　野　璃　子
藤　井　結　衣
渡　邉　莉　緒
佐　京　大　翔
西　埜　成　央
柴　田　望　夢
山　本　朝　陽
浜　本　斗　磨
池　田　圭　希
室　岩　浩　太
田　中　沙　弥
渡　部　凜　礼
杉　本　叶　望

9.19
9.22
9.22
9.22
9.26
9.27
9.29
10.1
10.4
10.5
10.6
10.6
10.8
10.10
10.16
10.16
10.17
9.13
9.14
9.14
9.18
9.21
9.23
9.25
9.29
10.4
10.12
10.14
10.16
9.15
9.20
9.20
9.25
9.30
10.2
10.5
10.11
10.13
10.15
9.27
9.29

97
82
86
66
87
90
93
88
91
95
95
77
77
81
79
87
78
83
76
90
81
91
90
68
90
77
86
80
87
83
81
50
79
80
95
83
92
89
77
94
82

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃

下久知
梅津
椎泊
下横山
潟端
旭
両津夷
秋津
春日
春日
東強清水
梅津
両津湊
春日
梅津
両津湊
願
高千
下相川
石花
戸中
小川
北狄
相川大浦
関
相川下戸村
高千
相川板町
稲鯨
河原田本町
沢根町
長木
沢根炭屋町
鍛冶町
沢根
沢根
河原田本町
中原
長木
千種
千種

奥　野　新　一
池　田　　　繁
伊　勢　ハツエ
加　藤　三千惠
甲　斐　ユ　キ
田　中　ト　シ
北　見　千　鶴
木　下　セ　ツ
髙　橋　榮　藏
菊　地　正　夫
佐　藤　壽　美
祝　　　　　務
星　野　貞三郎
藤　井　正太郎
市　橋　タ　ネ
吉　田　竹　夫
川　上　文　三
　　永　森　　
岡　部　　　章
田　中　タ　ミ
田　中　ミチヱ
渡　辺　義　雄
山　﨑　吉太郎
渡　辺　五代榮
濵　田　ナ　ツ
半　田　登　美
山　本　　　子
松　榮　和　子
本　間　ス　ギ
川　村　照　子
本　間　良　一
久保田　政　弘
本　間　佐智江
中　村　ス　ミ
伊　藤　ユクエ
平　田　嘉　市
池　　　春　子
寺　尾　弥　作
上　林　眞　弓
関　根　ミ　サ
伊　藤　　　男

10.6
10.10
10.11
10.12
10.13
10.17
9.20
9.25
10.5
10.5
10.5
10.8
9.27
9.13
9.16
9.18
9.21
9.22
10.4
10.5
10.5
10.8
10.12
10.16
9.15
9.23
9.25
10.6
10.6
10.7
10.10
9.16
9.23
10.7
10.16
10.16
9.28
9.30
10.8
10.11
10.15

84
80
73
95
90
86
97
95
82
78
82
91
88
61
84
95
47
101
84
92
69
69
101
83
88
88
80
99
91
80
98
88

95
64
67
69
80
72
99
89
80

金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃
　〃
　〃

中興
貝塚
千種
大和
三瀬川
金井新保
新穂瓜生屋
上新穂
下新穂
新穂潟上
新穂長畝
新穂北方
宮川
金丸
大小
吉岡
背合
真野新町
真野新町
吉岡
真野新町
真野新町
金丸
吉岡
小木町
小木大浦
小木町
小木木野浦
小木町
小木町
宿根木
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂村山
羽茂本郷
羽茂小泊
赤泊
赤泊
下川茂
下川茂
大杉

飯　田　　　實
兒　玉　　榮之
金　子　美　子
永　田　重　郎
須　田　サ　ヨ
静　間　サ　ヨ
堀　口　武　雄
久　保　ト　メ
影　山　アヤ子
関　口　　　求　
松　見　得三郎
渡　部　ミ　ヨ
岩　田　庫　藏
後　藤　ゆきえ
金　子　　　雄
田　持　ア　キ
金　澤　雅　也
小　路　ト　リ
土　屋　カホル
渡　邊　ヤ　ス
山　中　トシエ
金　子　聰　子
本　間　フ　ジ
上　野　ハル枝
桃　井　千　代
西　野　　　敏
伊　藤　ル　リ　
齊　藤　タ　ツ
石　塚　ユ　キ
佐　藤　昭　一
佐　藤　ヒ　ロ
北　嶋　フサ子
中　村　ミ　サ
金　子　　　勉
中　原　良　之
岡　﨑　與　作
金　田　正二郎
三　浦　春　次
池　　　壽　子
池　　　カ　ズ
氏　江　ミサ子

9.9
9.24
9.27
9.28
9.30
10.7
9.8
9.16
10.6
10.10
9.23
9.14
9.14
9.16
9.22
9.25
9.10
9.11
9.10
10.7

好則
栄
健太
元喜
智
友和
裕
謙一
裕樹
隆
博和
和彦
卓海
拓哉
大真
大輔
誠也
隆太
秀樹
孝浩

佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
新　穂
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
赤　泊
　〃

八幡
長木
東大通
石田
中原
八幡
吉井本郷
千種
三瀬川
千種
新穂瓜生屋
畑野
畑野
宮川
宮川
三宮
吉岡
吉岡
下川茂
杉野浦

（ゆうと）
（ゆい）
（ひなた）
（みお）
（あおい）
（ひょう）
（ささ）
（めいさ）
（あやね）
（らんな）
（ゆうが）
（たいが）
（れおん）
（あかり）
（らいか）
（みちあき）
（じゅり）
（りき）
（しょう）
（ひゅうま）

矢　田　悠　翔
　　林　優　衣
小　黒　響　愛
川　越　美　桜
小　池　　　蒼
内　藤　　　豹
藤　井　紗　咲
知　桐　愛　紗
尾　崎　絢　音
本　間　蘭　奈
仲　田　悠　雅
中　川　大　雅
齋　藤　蓮　音
小　田　あかり
金　子　礼　華
金　森　迪　晃
髙　野　樹　里
福　島　吏　騎
池　　　　　翔
後　藤　彪　真

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成22年11月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係）☎63-5139

アドレス sado@psmail.jp に空メールを送
ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

　2010年7月7日にデビューした佐渡天然ブリカツ丼は、おかげさまで10月末で約１万食の販売を達成しまし
た。多くの皆さんにお試しいただき、感謝申し上げます。
　このたび、それを記念してご愛顧いただいた皆さんに感謝の気持ちを込めて、アンケートハガキに記入し投
函いただくと抽選で「佐渡産寒ブリ」など佐渡の特産品が当たるキャンペーンを行っています。
　佐渡天然ブリカツ丼をさらにご愛顧いただければ幸いです。

※アンケートはがきは、佐渡天然ブリカツ丼提供店８店に
配布しています。期間中に「佐渡天然ブリカツ丼」を食
べていただくと、アンケートはがきが１枚付いてきます。
アンケートの質問にご記入いただき、12月15日（消印
有効）までに投函してください。総勢20名に、佐渡の特
産品が当たります。

毎月第1・3金曜 午後5時から CNS情報番組「さどチャン」内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

佐渡天然ブリカツ丼提供店

海鮮横丁(両津)　　　☎0259-27-4158
長三郎(新穂)　　　　☎0259-22-2125
味彩(佐和田)　　　　☎0259-57-2800
デイリー(佐和田) 　　☎0259-52-2078
めおと岩ドライブイン(相川) ☎0259-76-2511
尖閣湾レストハウス(相川)    ☎0259-75-2221
小木家(小木)　　　　☎0259-86-3666
おぎの湯(小木)　　　☎0259-81-4111

お問い合わせ 佐渡ご当地グルメ普及促進協議会
☎0259－24－1955　メール info@burikatsu.com

http://www.burikatsu.com/詳しくは公式ホームページをご覧ください

１等　佐渡一番寒ブリ１本………………………………１名
　　　※ご要望により加工した形でお送りします。
２等　佐渡市認証米コシヒカリ
　　　「朱鷺と暮らす郷」５kg……………………………４名
３等　佐渡産イカ一夜干し………………………………７名
その他　佐渡天然ブリカツ丼提供店（８店）の店長賞
　　　　　　　　　　　　　　…………………………８名

キャンペーン期間　　12月15日まで

佐渡ブリカツ 検索

ブリカツ丼を食べてアンケートに答えてね。佐渡の特産品が
当たるよ！

イメージキャラクター
ブリカツくん

佐渡天然ブリカツ
丼

１万食達成！
ありがとう
キャンペーン！

佐渡天然ブリカツ
丼

１万食達成！
ありがとう
キャンペーン！

佐渡天然ブリカツ
丼

１万食達成！
ありがとう
キャンペーン！
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